神奈川県立歴史博物館研修について
４３２小隊（２）　１班　　田原　快

今回、我々、人間文化学科２学年が研修に行ったのが、神奈川県立歴史博物館です。まずこの建物について、百科事典で調べた内容をまとめてみると；
　“1904年(明治37)、横浜正金銀行本店本館として建造されたドイツ・ルネサンス様式の外観をそのままに留めており、その重厚な佇まいで横浜の馬車道のシンボルともなっている。工部大学校でコンドルに学び、ドイツに留学して西洋建築を学んだ妻木頼黄が設計したもので、明治建築の代表的な建造物として重要文化財に指定されている。”
と、まぁ、こんな感じです。まず私の第一印象を述べさせてもらうと「意外と町の景観に合っているなぁ。」ということです。場違いにでかいルネサンス様式の建物なので異様な雰囲気を醸し出していますが、そのあたりの町並みそのものが変わっているのでそんなに違和感を感じさせません。横浜の都市計画を作った人も考えたな、という感じです。
（↓↓下図参照↓↓）
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次に、内部についてちょこっと説明。“当館は、常設展示では中世鎌倉、戦国後北条、開国と文明開化など、日本の歴史の主要な舞台となった神奈川の歴史を古代から現代まで五つに分けて分かりやすく展示しています。このほか、特別展や収蔵資料（浮世絵等）によるコレクション展も年に数回開催しています。また、歴史や文化、郷土をより広く学んでいただくためのミュージアムライブラリーや、講座なども開いています。”とＨＰでは説明されています。ハイ。
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　では、まずは「さがみの古代に生きた人々」（古代）です。えぇ、ここでは神奈川県域に人類が生活するようになってから、平安時代に至る間の歴史を、旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代に区分して紹介しています。神奈川県下には、とくに縄文時代早期・前期の貝塚や、三浦半島沿岸に残された海食洞窟につくられた弥生時代・古墳時代の遺跡が多いので、その辺の資料（史料）が豊富に取りそろえられておりました。この中では三浦市毘沙門洞窟遺跡の弥生時代の卜骨なんかが貴重な考古資料として展示されていました。右の写真は人面把手です。　　　　　　　　　
　次に、「都市鎌倉と中世」です。神奈川の地域では平安時代の中ごろから、在地の有力者の中から領主階級が成長しました。かれらは荘園を名目的に中央の貴族や大寺社に寄進し、みずからは荘司として実権を握り、次第に武士化していきました。源頼朝は、このような東国武士団の支持を得て鎌倉に幕府を開き、武家政権の基礎をつくりました。ここには掘り出された出土品を通して作られた模型があり、それが印象的でした。
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←コレ


次は「横浜開港と近代化」[image: image4.jpg]


です。鎖国体制を守り続けた幕府も軍事的圧力を背景に開国を迫ったペリー率いるアメリカ艦隊に屈し、和親条約を締結しました。開港場の一つとされた横浜は日本と外国を結ぶ窓口となり、西洋文明がいち早く流入してくる場所となりました。このため横浜を中心とした経済圏が次第に形成されていきました。
やっぱり、横浜はすごい
ところなんですね！！
ということで印象に残ったのは当時の町の模型です。まだ完成していませんでしたが一個一個手作業で作られたそれはまさに圧巻という感じで、みんなそこから動こうとしませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　↑コレコレ
最後に「現代の神奈川と伝統文化」です。神奈川の現代は、関東大震災による廃墟からの復興にはじまります。県民の努力によって復興への展望が見えてきた昭和初年には、恐慌の嵐が吹きぬけ、神奈川の経済はいっそう深刻な打撃をこうむりました。街に失業者があふれ、労働運動や農民運動などの社会運動もまた活発化しました。そこには漠然とした不安がみなぎるのでした。そんな時代のものが一つ目に展示されています。
次は伝統工芸などについてです。伝統工芸あるいは伝統芸能と呼ばれている技術は、親方から弟子へ、村の長老から若者へと世代を超え、くり返し伝承され、今も脈々と生き続けています。これらの技術伝承の方法の多くは、長年の訓練と経験から得た勘やコツを、口頭で伝授してきました。仕事は、直接伝授されることは少なく、親方や兄弟子たちの技術を見ながら習得していきました。長期間の修業も終わり、一人前の職人として認められると、親方から道具一式が与えられました。また、親方と弟子の関係は生涯続き、親子同然の関係にありました。
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←これは組子３６卵
　しかし、このような中で継承されてきた手仕事による伝承技術は、基本的にはその要求が無くなれば消滅する運命にあります。その他にも、多くの伝統的な技術が後継者不足で、消滅の危機にあります。私たち現代っ子も、もっと伝統に親しみ、それを継承していかなければならないと痛切に思いました。
